
36

色みえを改善したLED照明器具の試作

○岩永　敏秀* 1）、中村　広隆* 1）、市原　茂* 2）、山下　利之* 2）、下川　昭夫* 2）、石原　正規* 2）

　近年、高効率・長寿命などの特長を持つLED照明器具が注
目を集めている。LEDを照明器具として用いる際には、従来光
源と同様に、演色性など照らされた物体の色みえの再現性や良
さが求められる。当グループでは首都大学東京との共同研究
により、LED照明器具の色みえに関する視感評価実験を行っ
た [1]。この結果を受け、色みえの改善を行ったLEDの分光分布
を導出し、照明器具の試作を行ったので報告する。

 1 .   はじめに

　視感評価実験および主成分分析の結果、評価光源の色み
えは、CIECAM02による計算値との相関を示した。図1に、白
色L E D（青色L E D＋黄色蛍光体）で演色評価数評価用色票
15枚を照らしたときの色差（D 65との比較）について､実験値
と計算値の比較を示す。この結果から、CIECAM02の色差等
を指標にした分光分布設計を行い、その分光分布に基づく
LED照明器具を試作した。

 2 .   実験方法

　試作したL E D照明器具は、ダウンライト形L E D照明器具
（相関色温度：50 0 0K）とし、用いたLEDは①白色LED（黄色
＋YA G蛍光体）＋赤、緑、青色 L E Dと②白色 L E D（黄色＋
YAG蛍光体）＋赤、青緑LEDの組み合わせとした。試作品の
外観を図2に、設計した分光分布の一つを図3に示す。図4に
示すように、市販の高効率LEDに比べて、自然光（D50）との
色差が小さく抑えられている（自然光の色みえに近い）。

 3 .   結果・考察

　今後、試作した照明器具の光学特性評価および視感評価実験による色みえ評価を行い、照明器
具としての適性を検討する。

 4 .   まとめ
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図1.  CIECAM02による色差と
実験値の比較

図2.  試作品の外観

図4.  自然光（D50）との色差の比較図3.  色みえを改善した分光分布の例
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空気噴射プレスによる木質ボードの揮発性有機化合物（VOC）低減化

○瓦田　研介* 1）、浜野　智子* 1）、水越　厚史* 1）、 飯田　孝彦* 1）、小沼　ルミ* 1）、高麗　秀昭* 2）

　木質ボードの製造工程では、ボイラーなどの熱源や廃ガスを活用して接着剤塗布前の木材チップ
を乾燥しているため、消費するエネルギーが大きい。そこで、木材チップの乾燥工程を必要としない
省エネルギー型の木質ボード製造工程を考えて、空気噴射プレス（以下A I P）を開発した。圧縮空気
をボード製造時にマットに噴射することで、未乾燥で高含水率の木材チップの水分を系外に速や
かに排出させる機構を考案した。この特徴から、ボード製造中の空気噴射は、製造した木質ボード
のVOC放散量に影響を及ぼすことが考えられた。
　そこで本研究では、A I Pで製造した木質ボードのホルムアルデヒド、アセトアルデヒドおよびVOC
の放散性について調べた。また、A I Pで木質ボードを製造する際に排出されるVOCについても検討
した。

 1 .   はじめに

　ボードメーカーで製造したリサイクルチップを原料とし、30 ×30 ×1（目標厚さ）cmの単層ボードを
製造した。塩化アンモニウム（硬化触媒）を含むユリア樹脂接着剤および含水率調整用の水をチッ
プに噴霧し、高含水率チップとなるよう目標マット含水率（MMC）を27.5%とした。熱盤温度190℃、
プレス圧力2 .4MPaで、製造中に圧縮空気を噴射しながらボードを製造した。試作したVOC捕集装
置によって製造中に排出されたVOCを捕集して、G C / MSおよび高速液体クロマトグラフィによって
分析した。ホルムアルデヒドの測定は、JIS A 1460に準拠してデシケーター法で求めた。

 2 .   実験方法

 3 .   結果・考察
　AIPが木質ボードのホルムアルデヒド放散量
に及ぼす影響を、図1に示す。プレス時間に依
存せず、AIPを用いた方がホルムアルデヒド放
散量を低減する効果があることが判明した。さ
らに、製造工程中で排出されるホルムアルデヒ
ド量を調べたところ、AIPを用いると製造工程
中にホルムアルデヒドが装置外により多く排出
されたことが判明した。
　これらの結果から、接着剤を塗布したチッ
プがAIPで送風された空気に接触すると、接着
剤に含まれていたホルムアルデヒドが空気とと
もにそのままボード外へ排出されたことが原因
の一つであると推察された。

 4 .   まとめ
　木質ボードの製造過程における省エネルギー化を目指してAIPを開発したが、その効果として
AIPで製造した木質ボードのホルムアルデヒドやトルエンなどのVOC放散量を低減できることがわ
かった。
　本研究は、新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業「乾燥工程を省略したボード製造
技術の開発」により実施した。
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図1.  AIPがホルムアルデヒド放散量に及ぼす影響


